
講演会のご案内 

戦略修正がなければ危険な
日銀超金融緩和策 

日時 
2018年8月 16 日（木） 
16：00 ～ 17：30（受付開始15：30） 

会場 
日経茅場町カンファレンスルーム 
 東京都中央区日本橋茅場町2-6-1 
 日経茅場町別館 地下1階  

講師略歴 

参加料（消費税込み） 
当日会場にてお支払い下さい。 

①1,000 円  CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、
CCMA、CMA受講生、大学生 
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く） 
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記1.
以外の方） 
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。 
⑤3,100円 上記①～④以外の
方 
 
 

申込方法 
     をクリックし、該当講演会の
「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。 
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。 
 

問合せ先 
日本証券アナリスト協会 
講演会・セミナー担当 
TEL 03-3666-1515 
FAX 03-5640-4529 
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp  

加藤 出（かとう いずる）氏  
東短リサーチ株式会社 
代表取締役社長 兼 チーフエコノミスト 

海外の中央銀行は超金融緩和策からの出口政策を進めている。しかし、イ
ンフレ目標達成に固執する日銀は正常化のきっかけを全くつかめないでいる。
戦略の修正がない内に世界経済が失速すると、超緩和策の深刻な副作用
が噴出してくる恐れがある。国内外の金融政策と経済を見ていく上での今後
のポイントを整理してみよう。 

講演内容 

1988年横浜国立大学経済学部卒、同年東京短資（株）入社。コール、
CPなど短期金融市場のブローカーを勤めながら、97年2月より東短リサーチ
（株）研究員を兼務。2002年2月同社取締役、13年2月より現職。 
主要国の金融政策、短期金融市場を分析。主な著書に「東京マネーマー
ケット」（有斐閣）、「バーナンキのFRB」（ダイヤモンド社）、「日銀『出口』
なし！」（朝日新聞出版）など。週刊ダイヤモンド、日経新聞電子版、日
経ヴェリタス、毎日新聞等にコラムを定期連載。TV東京「モーニングサテライ
ト」、BS・TBS「Bizストリート」、BSフジ「プライムニュース」等にコメンテーター
として出演。 

講師 

申込み期限 
2018年 
8月9日（木） 

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県 

地 図 
こちら 

申込はこちら 

http://www.saa.or.jp/seminar/news/pdf/kayabacho_conference_map.pdf
https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
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